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７
月
29
日
（
日
）
サ
ン
ロ
ー
ド
に
て
、
親

睦
会
も
兼
て
の
教
授
・
リ
ー
ダ
ー
会
が
開
催

さ
れ
、
百
四
十
名
以
上
の
教
授
・
リ
ー
ダ
ー

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
半
の
議

事
で
は
、
予
算
・
決
算
の
承
認
、
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
、
行
事
（
て
～
ら
祭
・
塾
祭
な
ど
）

の
参
画
支
援
等
に
つ
い
て
連
絡
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
期
よ
り
「
ス

ポ
ー
ツ
学
部
」
新
規
設
立
に
つ
い
て
、
塾
長

よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。（
教
授
募
集
の

詳
細
に
つ
い
て
は
次
月
号
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。） 

各
学
部
代
表
リ
ー
ダ
ー
と
会
計
監
査
委

員
の
選
出
も
行
わ
れ
ま
し
た. 

 

◇
会
計
監
査 

 
 

 
小
田
喜
代
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
狩
谷
順
二 

◇
各
学
部
代
表
リ
ー
ダ
ー 

 

・
教
養
学
部 

 
 

片
倉
忠
昭 

 

・
第
一
文
芸
学
部 

坂
内
次
男 

 

・
第
二
文
芸
学
部 

中
原
登
志
喜 

 

午
後
の
第
二
部
で
は
昼
食
を
い
た
だ
き
な 

が
ら
教
養
学
部
の
進
行
で
、「
チ
ャ
コ
の
か 

し
ま
灘
楽
習
塾
物
語
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
難
問
の
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          
 

          

  

          

   

 

ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
「
て

～
ら
祭
実
行
委
員
会
」
よ
り
、
抽
選

会
賞
品
提
供
の
ご
協
力
の
お
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。 

て
～
ら
祭
大
抽
選
会
は
、
毎
回
子

供
達
も
含
め
、
大
興
奮
の
中
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
、
皆
さ
ま

の
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

・
押
し
入
れ
や
引
き
出
し
に
眠
っ
て
い

た
物
で
結
構
で
す
が
、
一
度
で
も
使

用
し
た
物
・
な
ま
物
な
ど
は
、
ご
遠

慮
下
さ
い
。 

 
 

・
賞
品
の
受
付
期
間
は
９
月
27
日(

金)

～
10
月
16
日(

火)

ま
で
で
す
。 

 

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
！ 

※
詳
し
く
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ 

         

平成 24年 9月 5日 51号 

  
 

 
 

 
 

 
 

    

 
 

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

■
教
養
学
部  

(

市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室) 

 

第
３
回 

10
月
14
日 

第
４
回 

 
 
 
 
 

 

■
第
一
文
芸
学
部 

(

ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス) 

第
２
回 

10
月
21
日 

第
３
回 

 

■
第
二
文
芸
学
部 

(

市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室) 

第
２
回 

９
月
９
日 

 

10
時
～
12
時 

第
３
回 

後
日
予
定 

１
月
20
日 

10
時
～
12
時 

１
月
20
日 

10
時
半
～
12
時 

楽
習
塾 

て
～
ら
祭
実
行
委
員
会 

運
営
役
員
会 

教
授
募
集
開
始 

て
～
ら
祭 

〃 
教
授
募
集
〆
切 

教
授
説
明
会 

〃 

 

９
月
９
日  

９
月
30
日 

11
月
１
日 

11
月
３
日 

４
日 

11
月
15
日 

11
月
16
日 

17
日 

て
～
ら
祭
実
行
委
員
日
程 

・
９
月
９
日
10
時 

 

楽
習
塾
内
て
～
ら
祭
実
行
委
員 

・
10
月
28
日
19
時 

て
～
ら
祭
全
体
実
行
委
員 

（
参
加
講
座
の
代
表
者
は
全
員
出
席
） 



    

楽
習
塾
に
参
加
し
て 

中
村
三
枝
子 

知
ら
な
い
事
を
知
る
。
体
を
動
か
す
と

い
う
楽
し
み
の
他
に
、
講
座
に
参
加
し
て

い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
会
話
を
し
、
知
恵
を

貰
っ
た
り
、
異
な
る
考
え
に
触
れ
る
事
が

も
う
一
つ
の
楽
し
み
で
す
。 

塾
を
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ
た
事
務
局

の
方
、
先
生
方
、
友
達
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
に
籠
ら
ず
、
外
に

出
て
、
身
心
共
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。 

 

麗
ら
か
な
教
授
リ
ー
ダ
ー
会 

 
 

 

三
田
三
千
夫 

第
7
期
教
授
リ
ー
ダ
ー
会
、
安
林
昇

先
生
の
考
察
し
て
下
さ
れ
た
ク
イ
ズ
は

超
面
白
く
、
事
務
局
の
先
生
方
は
流
石
に

エ
リ
ー
ト
集
団
、
舌
を
巻
い
た
。
杉
本
先

生
は
賁
臨(

ひ
り
ん)

の
研
覈(

け
ん
か
く)

。

説
明
は
皆
を
嬉
ば
せ
ま
し
て
、
溜
め
息
吐

息
、
小
春
先
生
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
強
さ
で

ブ
ー
ビ
ー
賞
。
美
佐
子
先
生
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

大
い
に
感
銘
致
し
、
昨
年
の
ラ
ン
ダ
ム
の

席
に
は
千
春
先
生
、
優
子
先
生
、
他
美
女

の
先
生
方
に
囲
ま
れ
て
幸
福
で
し
た
。
新

た
に
狩
谷
さ
ん
の
、
お
人
柄
の
美
し
さ
を 

 見
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
諸
先
生
方
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
つ
つ
学
習
致
し
ま
す
。 

 

六
十
歳
か
ら
の
出
会
い 

根
岸
文
子 

 

チ
ラ
シ
で
楽
習
塾
を
知
り
、
パ
ソ
コ
ン

講
座
と
デ
ジ
カ
メ
講
座
に
申
し
込
み
ま

し
た
。
触
っ
た
こ
と
も
な
い
私
が
操
作
で

き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
ロ
ー
マ
字
か
ら

優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
一
人

暮
ら
し
の
私
に
欠
か
せ
な
い
物
に
な
り

ま
し
た
。
置
い
て
行
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
息
子
た
ち
が
驚
い

て
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
で
は
、
カ
レ
ン
ダ

ー
・
家
計
簿
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
写
真

加
工
・
音
楽
を
入
れ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
成
と
、

い
ろ
い
ろ
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

学
ぶ
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

 

塾
生
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
説
明
会 

 

シ
ス
テ
ム 

楽
習
塾
管
理
シ
ス
テ
ム 

見
積
内
容 

仕
様
書
及
び
現
説 

提 

出 

先 

か
し
ま
灘
楽
習
塾 

 

塾
生
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
し
て
、

上
記
内
容
で
説
明
会
を
行
い
ま
す 

構
築
希
望
者
は
お
集
ま
り
下
さ
い
。 

日
時 

９
月
20
日(

木)

13
時
か
ら 

場
所 

楽
習
塾
事
務
局 

 
 

                                  

                    

今
回
は
教
養
学
部
の
皆
さ
ま
か
ら 

投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

篁
た
か
む
ら

の
凜さ

む

き
光
を
耡う

な

ひ
竹
の
子
を
持
ち
少
女
よ
ぎ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
田
三
千
夫 

わ
た
く
し
を
薄
め
る
た
め
に
一
杯
の
水
を
飲
み
ほ
し
会
社
に
向
か
う 

 
 

 

榎
本
麻
央 

や
ま
ほ
ど
の
訪
ね
た
き
こ
と
呑
み
込
み
て
帰
省
せ
し
子
に
夕
飯
つ
く
る 

 
 

竹
田
け
い
子 

葉
脈
に
変
身
さ
せ
て
青
虫
は
せ
つ
せ
と
紡
ぐ
キ
ャ
ベ
ツ
の
レ
ー
ス
を 

 
 

 

高
井
朝
子 

菊
な
ま
す
一
人
の
夕
餉
食
み
な
が
ら
逝
き
た
る
妻
を
愛
お
し
悼
む 

 
 

 
 

増
坪
章 

陽
が
落
つ
る
西
の
空
よ
り
変
化
す
る
カ
ク
テ
ル
色
の
雲
の
饗
宴 

 
 

 
 

 

青
木
洋
子 

老
女
ら
は
盂
蘭
盆
ひ
か
え
墓
そ
う
じ
例
年
の
ご
と
茜
雲
流
る 

 
 

 
 

 
 

米
川
節
子 

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
青
い
タ
ー
バ
ン
の
少
女
の
絵
ひ
と
み
が
さ
そ
う
二
時
間
並
び
て  

田
口
ひ
ろ
子 

五
年
目
で
咲
い
て
く
れ
た
が
ク
チ
ナ
シ
は
直す

ぐ
に
ヨ
レ
ヨ
レ
芳
香

ほ
う
こ
う

残
し
て 

 

中
島
宣
夫 

六
十
路
に
て
始
め
て
み
た
る
塾
講
師
サ
イ
ン
コ
サ
イ
ン
夢
の
中
ま
で 

 
 

 

狩
谷
順
二 

君
の
手
紙
ま
る
め
捨
つ
れ
ば
玉
か
ぎ
る
夕
日
に
息
づ
く
文
字
の
花
生あ

る 
 

 

谷
垣
恵
美
子 

 


